
　２．分野別状況 （１）国際戦略総合特区 (1/7)

Ⅰ Ⅱ Ⅲ
目標に向けた取組
の進捗

支援措置の活用と
地域独自の取組の
状況

取組全体にわたる
事業の進捗と政策
課題の解決

4.4 4.4 4.2 4.5

進捗度
・承認審査段階
(中間)における

効果
150％

・製品化・実用化
(出口)における

効果
111％

・研究段階（入口）
における効果

100％

等

規制の特例等
・スマート

コミュニティ
オープン

イノベーション
センター機能

の整備
等

財政支援等
・総合特区設備
等投資促進税制

・総合特区支援
利子補給金

等

地域独自の取組
・次世代地域
産業推進事業

等

総合
評価

（ⅠとⅡとⅢ
を1：1：2の割
合で計算）

総合評価に係る専門家所見（主なもの）

・医薬品事業、スマート事業の進捗ともに高い水準で進
捗していることは高く評価される。規制緩和の活用、財
政支援、税制支援の活用も積極的に進められている。

・特区の範囲がきわめて広域であるが、いずれの目標
においても高い達成度が示されている。

・その一方で実績値には反映されない、具体的な成果
に関する情報が（可能な領域においては）示されること
を期待したい。

・PMDA-WEST機能の整備は、本邦における戦略相談
などにおいて、きわめて有用と期待される反面、相談そ
のものは東京主導で実施、高性能なテレビ会議は機能
せず、などが発生していると思われる。本邦の医薬・医
療機器開発における重要な機能であり、その具体的な
実績について可能な範囲で示されることを期待する。

関西イノベーション国際
戦略総合特区
（ 京都府、大阪府、
兵庫県、京都市、
大阪市、神戸市）

総合特別区域評価・調査検討会における評価結果の概要（令和２年度）




